
地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）は環境省と国連大学が共同で実
施する、環境や持続可能な開発に関するパートナーシップ形成のための国際
的な活動です。 
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ESD、持続可能な開発のための教育 
「国連持続可能な開発のための教育
(Education for Sustainable Development、 
ESD) の 10 年」(2005 年―2014年)では、
国連大学はユネスコをはじめとする国
際機関や各国政府と協力しながら国際
レベルでの議論やプロセスに貢献する
とともに、地域レベルにおいても自治
体、高等教育機関、学校、NGO、企業
等と協力し、ESD の活動を推進しまし
た。

RCE (Regional Centres of Expertise on 
ESD、ESD に関する地域の拠点) は、持
続可能な開発のためのグローバルな学
習の場の構築を地域レベルで実現する
手段として国連大学が提唱したもの
で、高等教育機関、NGO、自治体、民
間セクターなど、地域の ESD 実践者の
連携・協力を促進する対話の場とし
て、2014 年 7 月現在、世界 129 地域が
認定されています。2008 年に発足した
ProSPER.NET (Promotion of Sustainability 
in Postgraduate Education and Research、
アジア太平洋環境大学院ネットワーク) 
においては、大学院の講座やカリキュ
ラムにサステイナビリティを組み入れ
るなど高等教育機関における ESD 活動
の強化を推進しており、2014 年 7 月現
在、32 の大学院が加盟しています。ア
__

育に関する国際会議：2014 年以降の高
等教育のあり方」(11 月 9 日、名古屋
市) などを開催し、ESD の取り組みの発
展・深化に貢献しました。2015 年から
は ESD の 10 年の後継プログラムとなる
「ESD に関するグローバル・アクショ
ン・プログラム」(GAP) がユネスコを中
心に実施され、政策の推進、学習及び
研修環境の転換、教員と指導者の能力
開発、若者への支援、地域レベルにお
ける ESD 活動の促進、という 5 つの優
先行動分野に焦点があてられます。国
連大学でも、政策に直結する研究を実
施するシンクタンクとして、政策の推
進 に 貢 献 す る と と も に 、 RCE や
ProSPER.NET の取り組みを通じて、地域
レベルでの ESD 活動や学習環境の転換
を推進し、2015 年以降も世界全体の
ESD 活動の推進に貢献していく予定で
す。

フリカでは、持続可能な開発の課題に
取り組む次世代の専門家育成をめざ
し、アフリカ・日本・北欧の高等教育
機関、国際機関等と連携し、アフリカ
の 8 大学において修士過程プログラム
を実施しています。また、地球環境パ
ートナーシッププラザ (GEOC) での活動
を通じて、国内外の市民社会に向けた
ESD に関する情報提供や、ESD も含めた
持続可能な社会づくりに関するパート
ナーシップ形成を進めています。

2014 年 11 月 10 日～12 日に開催された

「ESD に関するユネスコ世界会議」で

は、GEOC は併催イベント「地域のステ

ークホルダーを ESD でつなげよう」を

開催しました (裏面参照)。このほかに

も、国連大学では ESD 世界会議のサイ
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(11 月 4 日～7 日、岡山市)、「持続可能
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持続可能な未来のために
人類の生存、開発、福祉など、国連とその
加盟国が関心を寄せる緊急性の高い地球規
模課題の解決に共同研究や教育を通じて寄
与すること、それが国連大学の使命です。
国連大学はその本部を日本に置き、研究及
び教育の拠点として世界 12 カ国に延べ 13
の研究所を有しています。 

国連大学サステイナビリティ高等研究所

（UNU-IAS）は、サステイナビリティとそ

の社会的・経済的・環境的側面に注目し、

政策対応型の研究と能力育成を通じて、持

続可能な未来の構築に貢献することを使命

とし、国際的な政策決定や、国連システム

内の議論への革新的な貢献を通じて、国際

社会に寄与しています。 

そのフォローアップとして、1996 年 10 月

環境庁（当時）と国連大学は、持続可能な

社会の実現のためのパートナーシップ形成

の促進に資する各主体間のネットワーク構

築と情報の収集・発信を目的として、地球

パートナーシッププラザ（GEOC）を設立

しました。 

国連大学は、環境や持続可能な開発に関す

る国際的な動向を踏まえ、環境省と共同に

よる GEOC での活動を通じて、持続可能な

社会づくりのための情報発信やパートナー

シップ形成の 

促進に貢献し 

ています。 

UNU-IAS の活動には、「持続可能な社
会」、「自然資本と生物多様性」、「地球
環境の変化とレジリエンス」という 3 つの
テーマがあり、先進的な研究手法と革新的
なアプローチを用いて、従来型の思考に挑
み、地球規模課題に対する新しく独創的な
解決策を提案しています。また、研究、教
育、トレーニングを通じて、サステイナビ
リティに関わる広範な分野の専門知識を 

結集すると同時に、研究者と提携機関の世

界的ネットワークを活用・強化していま

す。 

GEOC の目的 
1992 年にブラジルのリオデジャネイロで

開催された「環境と開発に関する国際連合

会議」では「環境と開発に関するリオ宣

言」及び「アジェンダ 21」が採択され、

さまざまな主体の参画とパートナーシップ

の促進の重要性が明記されました。 

geoc.jp 

ias.unu.edu/jp 

 開会挨拶では、渡辺綱男氏

（UNU-IAS シニア・プログラ

ム・コーディネーター）が、こ

の会議を通して新たな連携や活

動のきっかけが生まれ、様々な

つながりの中で ESD が社会に根

付き、発展していくことを願う

と述べました。そして、会議の

コーディネーターを務めた及川

幸彦氏（宮城教育大学国際理解

_ 

事業について説明し、地域レベルでの ESD 推進には、地域の特性

をいかした教材開発や推進基盤となるネットワークの形成、長期

的な人材育成と活動の継続が不可欠であると指摘しました。山や

川や建物など現存の風景の活性化を試みる風景芸術に長年取り組

む田窪恭治氏（美術家）は、フランス・ノルマンディーでの教会

再生や陸前高田でのオープンスペース作りの活動を取り上げ、地

域住民も参加する作品づくりとその場所の活用について説明し、

持続可能な未来を考える際にはその地域の歴史・文化や風土を大

切にしながら地域を見つめることが大切であると指摘しました。

朱宮丈晴氏（日本自然保護協会保護研究部長）は、綾ユネスコエ

コパークの管理や生物多様性保全事業におけるステークホルダー

の連携を説明し、森林環境教育の実施やユネスコスクールとの連

携、さらには今後策定される地域の保全管理計画を通じて ESD 活

動の広がりが期待されることを紹介しました。星野智子氏（環境

パートナーシップ会議（EPC）副代表理事・事務局長）は、EPO

による環境教育モデルプログラム作成事業を紹介し、EPO のよう

な地域のステークホルダーをつなぐ「橋渡し役」が ESD の活性化

や人材育成に貢献することへの期待を述べました。

 パネルディスカッションでは、ESD の 10 年の後継プログラムと

なる「ESD に関するグローバル・アクション・プログラム」

（GAP）導入後の地域のステークホルダーの連携の課題や展望に

ついて議論しました。社会教育施設と学校をつなぐコーディネー

ターの活用、企業セクターの参画と CSR（企業の社会的責任）や

CSV（共通価値の創造）、地域のローカルリソース（人、情報）

の有効活用、地域の当事者と外部リソースの連携、地域の優良事

例の発掘と共有がますます重要になるとの指摘がありました。そ

して、ESD のさらなる発展に向けて、さまざまなステークホルダ

ーが人・組織・情報のつながりを深め、主体的・内発的な活動を

持続的に行っていくことが重要と総括しました。

2014年11月に名古屋市で開催された「持続可能な開発のための教育（ESD）に関するユネスコ世界会議」に

おいて、UNU-IASは環境省とGEOCとともに併催イベント「地域のステークホルダーをESDでつなげよう」を

開催しました。今後のESDのさらなる発展に向けて、動物園や博物館などの社会教育施設のほか、森林や自

然公園など、地域の様々な拠点においてESDに関する活動や連携が期待されています。今回のイベントは、

UNUが推進する「ESDに関する地域の拠点」（RCE）と環境省の環境パートナーシップオフィス（EPO）など

の活動をふまえ、地域のステークホルダーの今後の連携を促進するための事例の紹介や課題の検討を目的と

して開催されたもので、NGO関係者や自治体職員・教育関係者など約70名が参加しました。 

ESD ユネスコ世界会議にて「地域のステークホルダーを ESD でつなげよう」開催 

教育研究センター協力研究員）が趣旨説明を行い、これまで日本

が取り組んできた「つながる」仕組みとして、国連大学が推進す

る RCE、文部科学省とユネスコによるユネスコスクール、環境省

による＋ESD プロジェクトなどを紹介し、こうした枠組を地域レ

ベルでどう活用するかが重要であると指摘しました。

続いてリソースパーソンから話題提供が行われました。永田佳

之氏（聖心女子大学教授）は、大学・企業・ユネスコ・NPO の協

働による陸前高田での復興支援活動「こころに笑顔」プロジェク

トを例に、ESD は地域の文化や慣習、ニーズに合った、調和のと

れた内発的な発展を促すこと、そしてそれを支援することが重要

であると指摘しました。また、アベル・アティティ氏（UNU-IAS

ー、____ 

 事例発表では、齊藤千映美氏（宮城教育大学環境教育実践研

究センター教授）が大学における ESD の推進や地域の社会教育

機関等との連携について説明し、7 年にわたる動物園との連携を

通じて、目標を共有しお互いの魅力で活動を補完しあう連携の

あり方が大切であると説明しました。大内利勝氏（仙台市八木

山動物公園園長）は、動物園は五感を使った気づきの場として

視野の広がりを促す機会を提供できること、動物園が学校と連

携することによって長期的かつ多様な教育活動が展開できるこ

とを述べ、両者の持ち味を生かした環境教育の実践を紹介しま

した。小林幸司氏（みやぎ・環境とくらし・ネットワーク

（MELON）事務局統括）は NPO による環境教育プログラム作成

_

リサーチ・フェロー）は

RCE のこれまでの取組と

成果について解説し、多

様なステークホルダーに

よる ESD の取組を通し

て、地域社会が課題解決

のための変化の担い手で

あると説明しました。


